
流山市通学区域審議会条例  

 

（設置）  

第１条 市に、教育委員会の附属機関として、流山市通学区域審議会（以

下「審議会」という。）を置く。  

（担任事務）  

第２条 審議会は、教育委員会の諮問に応じ流山市立小、中学校の通学

区域に関する事項について審議するものとする。  

（組織）  

第３条 審議会は、委員１５人以内で組織する。  

２ 委員は、次の各号に掲げる者のうちから教育委員会が委嘱する。  

（１）知識経験を有する者  

（２）学校長の代表者  

（３）ＰＴＡの代表者  

（４）市民等  

（任期）  

第４条 委員の任期は、２年とする。ただし、委員が欠けた場合におけ

る補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。  

２ 委員が委嘱されたときにおける前条第２項各号に掲げる者でなくな

った場合は、委員を辞したものとする。  

（会長及び副会長）  

第５条 審議会に会長及び副会長１人を置く。  

２ 会長及び副会長は、委員の互選による。  

３ 会長は、審議会の会務を総理する。  

４ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるとき又は会長が欠けたと

きは、その職務を代理する。  

（会議）  

第６条 審議会は、会長が招集し、会長が会議の議長となる。  

２ 会議は、委員の半数以上の出席がなければ開くことができない。  

３ 会議の議事は、出席委員の過半数をもって決し、可否同数のときは、

議長の決するところによる。  

（庶務）  

第７条 審議会の庶務は、教育委員会事務局で処理する。  

資料１  



（委任）  

第８条 この条例に定めるもののほか、審議会に関し必要な事項は、教

育委員会が定める。  

   附  則  

 この条例は、昭和５２年４月１日から施行する。  

   附  則（平成２４年１２月２１日条例第２９号）  

（施行期日）  

１ この条例は、公布の日から施行する。  

（経過措置）  

２ この条例の施行の際、現にこの条例による改正前の流山市防災会議

条例、流山市附属機関に関する条例、流山市文化財の保護に関する条

例、流山市通学区域審議会条例、流山市史編さん審議会条例、流山市

立幼稚園協議会条例、流山市廃棄物の減量及び適正処理等に関する条

例、流山市都市計画審議会条例、流山市行財政改革審議会条例、流山

市情報公開・個人情報保護審査会条例、流山市地区計画の区域内にお

ける建築物の制限に関する条例、流山市産業振興基本条例、流山市生

涯学習審議会条例及び流山市街づくり条例に基づき委嘱若しくは任命

されている委員又は選任の手続が開始されている委員については、当

該委嘱又は任命の期間満了日までに限り、なお従前の例による。  


